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平成 3 0 年２月２日 

愛 知 県 警 察 本 部 

生 活 安 全 総 務 課 

「安心」して暮らせる「安全」な愛知に向けて 

平成２９年中 特殊詐欺被害の状況 

 

 

キャッシュカードをだまし取る手口 
①「百貨店員」「家電量販店員」をかたり「カードが不正に使用されている」などの電話が入る。 

② 警察官をかたり「不正なカードを使った者から事情を聞いている。銀行協会で預金が引き出されていないか確認して 

もらった方が良い。」などの電話が入る。 

③ 銀行協会職員をかたり、「預金残高を確認するため、銀行名と暗証番号を教えて欲しい」と言われる。 

④ さらに、「預金は引き出されていないが、キャッシュカードを交換した方が良い。職員に取りに行かせる」などと言 

 って、キャッシュカードを受け取りに来る。 

昨年増加したこの手口は、今年も要注意です！！ 

 

※全体の認知件数は減少しましたが、手口別では架空請 

求詐欺の被害が増加しています。  

◆対策：絶対に、キャッシュカードを渡さない・暗証番号を教えない！  

 

認知件数の推移 

認知件数 ６４８件 被害額 約１０億９,０９６万円 
被害額の推移 

※被害額は大きく減少しましたが、まだ１０億円を超え 

る莫大な被害が発生しています。 

電子マネーやコンビニ決済で支払いさせる手口 
① 右のようなメールや「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」などのハガキを送りつける。 

② 電話を掛けてきた被害者に、「間違えて登録した場合は返金できる」など安心させ 

たり、「今支払をしないとさらに請求額が多くなる」など不安をあおり支払いさせる。 

③ 支払方法としてコンビニで、電子マネーを購入させたり、コンビニ決済で支払 

う方法を指示する。 

◆対策：絶対に、メールやハガキに記載された電話番号に連絡しない！  

※こちらのメールボックスで架空請求詐欺のメールやハガキに関する情報提供をお待ちしています。 

【振り込め詐欺（架空請求）受信専用メールボックス】 

URL : http://www.pref.aichi.jp/police/anzen/furikome/mail/index.html 

 


